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東
日
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大
震
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復
興
特
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委
員
会 

 

 
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

  

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
の
実
現
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

一 

過
酷
な
原
子
力
災
害
に
見
舞
わ
れ
人
口
減
少
が
著
し
い
福
島
浜
通
り
地
域
に
お
い
て
、
定
住
人
口
の
増
大
等
地
域
の
一
層
の
発
展
に
資
す
る
観
点
か

ら
、
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
の
設
立
を
契
機
と
し
て
、
新
た
な
産
業
を
創
出
し
、
幅
広
い
世
代
が
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
将
来
に
わ
た

っ
て
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
。 

 

二 

福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
が
先
端
技
術
を
中
核
と
し
た
実
用
化
重
視
の
研
究
を
行
い
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
創
出
、
地
域
企
業
と
の
連
携
を
促
進
し
、

社
会
実
装
ま
で
目
指
し
た
取
組
を
進
め
る
こ
と
で
、
地
域
の
雇
用
創
出
や
取
引
拡
大
、
定
住
人
口
の
増
大
等
の
地
域
発
展
に
寄
与
す
る
拠
点
と
な
る
よ

う
整
備
す
る
こ
と
。 

 

三 

福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
が
分
野
横
断
的
な
研
究
及
び
産
学
官
連
携
に
よ
る
新
産
業
の
創
出
、
持
続
性
の
あ
る
人
材
育
成
等
を
推
進
す
る
重
要
な
拠

点
と
な
り
、
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
に
お
け
る
創
造
的
復
興
の
中
核
拠
点
と
な
る
よ
う
、
復
興
庁
の
設
置
期
限
後
も
、
政
府
は
責
任
を

持
っ
て
、
長
期
的
か
つ
十
分
な
予
算
、
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
。 

 

四 

我
が
国
の
科
学
技
術
力
・
産
業
競
争
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
の
魅
力
あ
る
取
組
を
世
界
に
発
信
し
、
世
界
レ
ベ
ル
の
研

究
者
を
呼
び
込
む
と
と
も
に
、
世
界
に
向
け
て
研
究
者
や
研
究
成
果
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。
研
究
者
等
が
最
先
端
の
研
究
を
行
い
つ
つ

安
心
し
て
教
育
に
も
取
り
組
め
る
よ
う
な
多
言
語
対
応
に
も
配
慮
し
た
住
環
境
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
、
研
究
者
や
そ
の
家
族
の
受
入
れ
に
必
要

な
生
活
環
境
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
、
自
治
体
と
連
携
し
て
取
り
組
む
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。 

 



 
 

五 

福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
を
中
核
と
し
た
国
際
研
究
都
市
の
形
成
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
な
ど
産
学
の
活
動
を
支
援
す
る

施
設
、
５
Ｇ
な
ど
の
情
報
通
信
基
盤
、
基
幹
と
な
る
広
域
的
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
そ
の
他
の
周
辺
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
政
府
が
前
面
に
立
ち
、
自
治

体
と
連
携
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
治
体
や
事
業
者
等
が
行
う
周
辺
環
境
の
整
備
等
に
つ
い
て
は
、
政
府
が
全
面
的
に
支
援
す
る
こ
と
。 

 

六 

世
界
に
類
を
見
な
い
原
子
力
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
福
島
県
の
復
興
の
た
め
に
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
着
実
か
つ
安
全
な
廃
炉
が

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
政
府
は
廃
炉
に
つ
な
が
る
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
の
研
究
開
発
を
積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
。 

 

七 

ふ
く
し
ま
医
療
機
器
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
等
地
域
の
研
究
施
設
と
連
携
し
た
研
究
開
発
や
地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
研
究
開
発
を
支
援
す
る
な

ど
、
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
の
推
進
を
加
速
す
る
こ
と
。 

 

八 

福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
の
研
究
者
等
が
安
心
し
て
研
究
開
発
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
研
究
者
等
の
雇
用
形
態
は
、
本
人
の
意
向
を
踏

ま
え
、
可
能
な
限
り
有
期
雇
用
か
ら
無
期
雇
用
へ
移
行
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
我
が
国
に
お
け
る
科
学
技
術
の
水
準
の
長
期
的
な
向
上
を
図

る
た
め
、
若
手
や
女
性
が
活
躍
し
や
す
い
魅
力
あ
る
研
究
環
境
を
整
備
し
、
そ
の
積
極
的
な
登
用
に
努
め
る
こ
と
。 

 

九 

福
島
浜
通
り
地
域
等
が
持
続
的
な
発
展
を
遂
げ
る
に
は
、
復
興
を
リ
ー
ド
す
る
地
域
の
人
材
育
成
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
教
育
機
関
等

と
の
連
携
の
下
、
地
域
の
高
専
生
や
高
校
生
を
始
め
、
小
中
学
生
も
含
め
た
切
れ
目
の
な
い
形
で
の
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
に
よ
る
地
域
人
材
に
対

す
る
育
成
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
な
ど
、
機
構
の
教
育
機
能
を
充
実
さ
せ
、
将
来
の
大
学
・
大
学
院
の
設
置
等
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
含
め
、
検
討
を
行
う

こ
と
。 

 

十 

新
産
業
創
出
等
研
究
開
発
基
本
計
画
そ
の
他
の
本
法
で
規
定
す
る
目
標
、
計
画
の
策
定
等
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
、
企
業
、
各
種
団
体
等
の
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
幅
広
い
意
見
を
聴
取
す
る
機
会
を
設
け
、
そ
の
反
映
に
努
め
る
こ
と
。 

 

十
一 

福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
の
主
務
大
臣
が
六
大
臣
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
機
構
の
理
事
長
が
各
省
庁
の
縦
割
り
を
超
え
た
研
究
開
発
等
を
一
元
的

に
実
施
し
て
い
く
た
め
の
指
導
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
復
興
庁
が
司
令
塔
と
な
り
、
理
事
長
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
共
管
省
庁
と
の
適
切
な
連



 
 

携
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
機
構
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
復
興
庁
の
設
置
期
限
の
到
来
を
見
据
え
、
縦
割
り
行
政
の
弊
害
に
留
意
し

た
検
討
を
行
う
こ
と
。 

 

十
二 

福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
の
理
事
等
役
員
に
は
、
大
学
・
研
究
機
関
・
企
業
の
運
営
に
高
度
な
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
、
科
学
技
術
の
発
達
に

関
し
特
に
功
績
顕
著
な
科
学
者
、
福
島
の
復
興
に
関
し
て
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
な
ど
卓
越
し
た
人
材
を
任
命
す
る
こ
と
。 

 

十
三 

新
産
業
創
出
等
研
究
開
発
協
議
会
は
、
原
子
力
災
害
に
見
舞
わ
れ
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
続
け
て
い
る
地
域
と
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構

と
の
密
接
な
連
携
の
重
要
性
に
鑑
み
、
機
構
で
行
う
研
究
開
発
や
人
材
育
成
に
関
連
す
る
幅
広
い
大
学
そ
の
他
の
研
究
機
関
を
構
成
員
と
し
、
関
係
行

政
機
関
や
地
元
地
方
公
共
団
体
等
も
含
め
て
活
発
な
協
議
を
行
い
、
機
構
の
業
務
に
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
。 

 

十
四 

福
島
の
復
興
・
再
生
に
向
け
て
、
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
の
取
組
等
を
含
め
、
い
ま
だ
に
帰
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
県
内
外
の
避
難
者
が
真

に
安
定
し
た
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
ま
で
、
政
府
は
支
援
を
継
続
す
る
こ
と
。 

 

十
五 

福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
は
、
研
究
開
発
や
人
材
育
成
に
関
し
、
被
災
三
県
を
始
め
と
す
る
東
北
及
び
隣
接
す
る
茨
城
県
等
の
廃
炉
等
の
原
子
力

関
連
研
究
施
設
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
係
す
る
大
学
・
研
究
機
関
等
と
も
密
接
な
連
携
を
取
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

 

十
六 

福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
と
同
様
、
福
島
県
以
外
の
被
災
地
に
お
け
る
雇
用
創
出
、
定
住
人
口
の
増
大
、
新
産
業
の
創
出
、
持
続
性
の
あ
る
人
材
育

成
、
世
界
レ
ベ
ル
の
研
究
者
の
移
住
を
推
進
す
る
と
い
う
見
地
か
ら
、
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
研
究
所
の
誘
致
を
含
め
、
世
界
最
先
端
の
国
際
研
究

都
市
の
創
造
に
向
け
、
積
極
的
な
検
討
を
行
う
こ
と
。 

  
 

右
決
議
す
る
。 


